
今
年
新
し
く
小
学
校
３
校
で
、
待
望
の

学
校
図
書
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
平
成
７

年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
学
校
図
書

館
は
、
児
童
・
生
徒
の
情
報
収
集
・
活
用

能
力
や
、
読
書
能
力
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
14
年

度
に
は
市
内
の
15
小
学
校
・
７
中
学
校
の

す
べ
て
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

学
校
図
書
館
に
は
コ
ン
ピ
ュ
U

タ
U

が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
貸
し
出
し
業
務
な
ど

す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
U

タ
U

で
行
う
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
読
み
た
い
本
を
こ

こ
か
ら
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
図
書
館

内
の
蔵
書
は
も
と
よ
り
、
市
内
の
学
校

間
・
市
立
図
書
館
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
で

結
ば
れ
て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
U

ネ
ッ
ト

で
も
接
続
さ
れ
て
い
る
の
で
広
範
囲
の
図

書
の
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

調
べ
学
習
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
学
校
図
書
館
に
は
、
専
任
の

学
校
図
書
館
司
書
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

図
書
の
選
定
、
貸
出
、
整
理
な
ど
の
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
図
書
活
動
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
各
科
目
の
学
習
情

報
の
収
集
や
管
理
、
提
供
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
科
目
の
授
業
で
教
職

員
と
テ
ィ
U

ム
・
テ
ィ
U

チ
ン
グ
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
学
校
図
書
館
が
設
置
さ
れ
た

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
評
判
も
上
々

で
、
休
み
時
間
に
は
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ

れ
に
居
心
地
の
良
い
場
所
を
確
保
し
て
本

を
読
ん
で
い
ま
す
。
特
に
雨
の
日
は
満
員

御
礼
。
ま
た
、
高
山
小
学
校
の
「
三
木
露

風
コ
U

ナ
U

」
、
第
四
小
学
校
の
「
山
本

有
三
・
路
傍
の
石
コ
U

ナ
U

」
な
ど
、
地

域
ゆ
か
り
の
作
家
を
記
念
す
る
展
示
や
書

棚
を
設
け
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
一
方
で
、
試
験
的
に
３
つ
の
学
校

で
、
学
校
が
休
業
と
な
る
第
２
・
４
土
曜

日
に
地
域
へ
の
開
放
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
高
度
情
報
化
社
会
・
生
涯
学
習

時
代
へ
の
対
応
や
、
完
全
週
５
日
制
実
施

を
踏
ま
え
進
め
ら
れ
た
も
の
で
、
14
年
度

に
は
新
た
に
８
校
で
、
15
年
度
に
は
全
校

で
開
始
さ
れ
ま
す
。
学
校
図
書
館
は
、
こ

れ
か
ら
は
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
い
ま
密
か
に
ク

ラ
シ
ッ
ク
が
ブ
U

ム
に
な
っ
て
い
る
の
を

¿
　
今
月
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
ま
つ
わ
る
話

か
ら
オ
U

ケ
ス
ト
ラ
の
舞
台
裏
の
物
語
ま

で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
関
す
る
本
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
「
知
っ
て
る
よ
う
で
知
ら
な
い
音
楽
お

も
し
ろ
雑
学
事
典
」

長
田
暁
二
著
　
ヤ

マ
ハ
ミ
ュ
U

ジ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア

知
っ
て
い

る
と
ち
ょ
っ

と
し
た
音
楽

通
に
な
れ
る

雑
学
が
満
載
。

気
軽
に
読
め
る
音
楽
雑
学
書
。

シ
ュ
U

ベ
ル
ト
の
「
未
完
成
交
響
曲
」

は
、
ど
う
し
て
未
完
成
な
の
？
　
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
は
女
体
を
型
ど
っ
た
っ
て
本
当
？
　

「
オ
U

ケ
ス
ト
ラ
」
っ
て
い
つ
頃
で
き

た
の
？
　
ど
ん
な
意
味
？
　
な
ど
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
に
関
す
る
疑
問
か
ら
発
車
ベ
ル

の
音
楽
っ
て
だ
れ
が
作
っ
て
い
る
の
？

「
七
つ
の
子
」
の
七
つ
は
七
歳
か
七
羽

か
？
　
と
い
う
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
ま
で

わ
か
り
や
す
く
解
説
。

「
そ
れ
、
気
に
な
っ
て
た
」
「
え
っ
、

本
当
¿
」「
あ
っ
、
そ
う
な
ん
だ
」「
知
ら

な
か
っ
た
」
と
思
う
話
が
載
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
「
マ
エ
ス
ト
ロ
、時
間
で
す
」

宮
崎
隆

男
著
　
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
U

ジ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア

戦
後
、
近

衛

管

弦

楽

団
、
日
本
フ

ィ
ル
ハ
U

モ

ニ
U

交
響
楽

団
な
ど
の
ス
テ
U

ジ
マ
ネ
U

ジ
ャ
U

を
経

て
、
サ
ン
ト
リ
U

ホ
U

ル
初
代
ス
テ
U

ジ

マ
ネ
U

ジ
ャ
U

に
就
任
し
た
著
者
が
語

る
、
音
楽
家
が
最
高
の
状
態
で
舞
台
に
立

て
る
よ
う
心
を
砕
く
仕
事
と
は
？

前
半
は
日
本
初
の
ホ
U

ル
専
属
ス
テ
U

ジ
マ
ネ
U

ジ
ャ
U

と
し
て
の
仕
事
と
、
多

く
の
指
揮
者
や
ソ
リ
ス
ト
、
オ
U

ケ
ス
ト

ラ
の
メ
ン
バ
U

た
ち
と
接
し
て
き
た
中
で

の
エ
ピ
ソ
U

ド
を
紹
介
。
後
半
は
サ
ン
ト

リ
U

ホ
U

ル
３
代
の
マ
ネ
U

ジ
ャ
U

の
座

談
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
フ
ァ
ン
に
と
っ
て

は
、
た
ま
ら
な
い
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
本

で
す
。

◆
「
究
極
¿
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ツ
ボ
」

許
光
俊
編
著
　
青
弓
社

ク
ラ
シ
ッ

ク
っ
て
、
な

ん
だ
ろ
う
？

ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
聴

い
て
い
る
人
、
聴
い
て
み
た
い
人
の
た
め

に
、
い
ち
ば
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を
厳
選

し
て
紹
介
。
作
曲
家
や
演
奏
家
、
指
揮
者
、

歌
手
の
超
辛
口
批
評
か
ら
、
コ
ン
サ
U

ト

の
作
法
ま
で
す
べ
て
ホ
ン
ネ
の
事
典
。

編
著
者
が
推
薦
す
る
聴
く
価
値
の
あ
る

オ
U

ケ
ス
ト
ラ
、
指
揮
者
、
演
奏
家
や
絶

対
に
聴
い
た
ほ
う
が
い
い
Ｃ
Ｄ
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆「
オ
U

ケ
ス
ト
ラ
を
読
む
本
」

鈴
木
織

衛
編
　
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
U

ジ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア

オ
U

ケ
ス

ト
ラ
の
入
団

試
験
や
団
員

の
給
与
な
ど

オ
U

ケ
ス
ト

ラ
に
ま
つ
わ
る
素
朴
な
疑
問
、
オ
U

ケ
ス

ト
ラ
の
し
く
み
、
楽
器
の
種
類
、
歴
史
、

世
界
の
名
オ
U

ケ
ス
ト
ラ
、
コ
ン
サ
U

ト

の
楽
し
み
に
つ
い
て
、
や
さ
し
く
、
楽
し

く
説
明
。

こ
の
本
を
読
ん
で
、
オ
U

ケ
ス
ト
ラ
を

聴
き
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

◆
「
だ
か
ら
オ
ペ
ラ
は
面
白
い
」

佐
々

木
忠
次
著
　
世
界
文
化
社

一
般
的
に

敷
居
が
高
い

「
高
尚
で
難

解
な
劇
場
芸

術
」
と
思
わ

れ
て
い
る
オ
ペ
ラ
。
そ
ん
な
表
面
的
先
入

観
を
覆
す
体
験
的
オ
ペ
ラ
論
。
オ
ペ
ラ
と

は
何
か
？
　
オ
ペ
ラ
に
必
要
な
も
の
は
…

な
ど
そ
の
本
質
に
迫
る
。

実
際
に
劇
場
へ
オ
ペ
ラ
鑑
賞
に
行
っ
て

い
る
よ
う
な
気
分
に
な
れ
る
言
い
回
し
で

始
ま
る
こ
の
本
は
、
全
４
幕
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
副
題
に
も
「
舞
台
裏
の
本
当
の

話
」
と
あ
る
よ
う
に
著
者
が
仕
事
を
通
じ

て
得
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
み
た
劇

場
芸
術
の
楽
し
み
方
、
味
わ
い
方
な
ど
、

舞
台
裏
か
ら
見
て
き
た
オ
ペ
ラ
の
面
白

さ
、
本
当
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
本
を
読
み
な
が
ら
、
観
客
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

∞
三
鷹
図
書
館
ò
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「
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
読
む
」 159

歴史的な財産ともいうべき玉川上水

の景観を、ごみの投棄などから守るた

め、２月21日に大規模な清掃が行わ

れました。これまでも市民の有志のみ

なさんなどにより清掃が行われたこと

はありますが、今回は東京都、三鷹警

察署・武蔵野市・市民団体・三鷹市が

連携して行う大規模なものとなりまし

た。

このクリーン作戦は、三鷹駅付近か

ら万助橋までの玉川上水の両側約800

㍍に渡り行われたもので、両市と都の

職員のほか、たくさんのボランティア

のみなさんなど約160人が参加。午前中

に２時間かけてごみを搬出し、午後に

本来の植生ではないシュロや竹の伐採

やせん定を行いました。

玉川上水は、東京における自然の保

護と回復に関する条例により、歴史環

境保全地区に指定されています。また、

昨年は上水に沿った道が「風の散歩道」

として整備され、三鷹の森ジブリ美術

館への通行路となるなど、市民のみな

さんをはじめ多くの人が訪れるように

なりました。しかし一方では、シュロ

などの本来の植生ではない植物や、木

が繁茂することにより、玉川上水の景

観が損なわれているという声が寄せら

れていました。緑と水に囲まれたガー

デンシティを目指す市にとっても、玉

川上水の緑は大きな財産です。これか

らも市民のみなさんと一緒に守ってい

きます。

≥緑と公園課ò内線2833

玉川上水クリーン作戦に160人が参加

開放感のある居心地のいい広い館内

子どもたちは楽しく読書「どの本
借りようかな」

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
（
三
鷹
市
立

ア
ニ
メ
U

シ
ョ
ン
美
術
館
）
で
は
、
春
休

み
に
市
内
在
住
の
親
子
を
対
象
に
、
同
美

術
館
映
像
展
示
室
「
土
星
座
」
で
特
別
上

映
会
を
開
催
し
ま
す
。

上
映
さ
れ
る
の
は
、
昨
年
公
開
さ
れ
好

評
を
博
し
た
「
こ
ど
も
の
時
間
」
と
い
う
、

埼
玉
県
桶
川
市
に
あ
る
保
育
園
の
子
ど
も

た
ち
の
日
常
を
記
録
し
た
映
画
で
す
。
ジ

ブ
リ
美
術
館
で
は
、か
け
が
え
の
な
い「
こ

ど
も
の
時
間
」
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け

を
作
れ
た
ら
と
願
い
、
今
回
こ
の
作
品
の

上
映
会
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
上
映

時
間
は
80
分
。
終
了
後
は
館
内
を
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

大
人
は
映
像
展
示
室
で
「
こ
ど
も
の
時

間
」
を
見
て
過
ご
し
、
そ
の
間
に
子
ど
も

は
美
術
館
内
で
「
こ
ど
も
の
時
間
」
を
過

ご
す
と
い
う
こ
の
上
映
会
。
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
上
映
中
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
館
内

を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
募
集

三
鷹
市
内
在
住
で
５
歳
〜
小
学

生
の
子
ど
も
が
い
る
親
子
70
組
。
大
人
１

人
に
子
ど
も
２
人
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

◆
日
時

３
月
26
日
Õ
午
前
10
時
開
演

（
９
時
45
分
開
場
）、
午
後
０
時
30
分
閉
館
。

◆
場
所

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
映
像

展
示
室
「
土
星
座
」

◆
応
募
方
法

３
月
11
日
Ã
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
・
保
護
者
の
氏

名
・
子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し

「
〒
181
―
０
０
１
３
下
連
雀
１
―
１
―
83

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
３
月
上
映
会

係
」
へ
申
し
込
む
。
当
選
発
表
は
招
待
状

の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
閉
館
日
の
た
め
シ
ョ
ッ
プ
・
カ
フ
ェ

は
営
業
し
て
い
ま
せ
ん
。

∞
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ò
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大
沢
台
小
学
校
・
南
浦
小
学
校
・
井
口
小
学
校
に

学
校
図
書
館
オ
ー
プ
ン

日本独特のアート・銭湯背景画に着

目し、現役絵師の公開製作と展示のほ

か、ミニチュア背景画や現代作家によ

る「現代版銭湯背景画」を紹介します。

◆小学生向けワークショップ「おふろ

アーティストになるぞ」追加募集中

ë３月９日—、10日À午前10時～午後

３時、同センターで。

�三鷹市芸術文化振興財団ò47―5122

へ申し込む。３月24日Àまで　11：00～19：00（月曜日休館）

芸術文化センター・アートスタジオ　無料 三
鷹
市
「
北
野
湯
」

２
０
０
０
年
　
丸
山
清
人

オフロ・アート
－銭湯の背景画展－

ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

山
の
郵
便
配
達

１
９
９
８
・
イ
タ
リ
ア

１
９
９
９
・
中
国

３
月
９
日
—
・
10
日
À
　
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
星
の
ホ
ー
ル
で

詳細は11面

みたか平和映画祭

映画「こどもの時間」より


